
（株）国際マイクロ写真工業社

会社概要 Since1962

実績

当社スタジオ等 【閲覧者複写サービス】

機関 開始年 出張／専属

東京大学史料編纂所 1980～ 出張スタジオ設置

外務省外交史料館 1972～ 出張スタジオ設置

防衛省防衛研究所 1983～ 出張スタジオ設置

法務省法務図書館 1985～ 専属複写サービス

東京国立博物館 1995～ 専属複写サービス

各大学図書館様 駒澤大学様、慶應義塾大学様

各官公庁関連施設 金融研究所様、租税資料室様 他

創業以来（60年以上）
官公庁・自治体・大学・民間企業等
80,000件以上の貴重資料の媒体変換を直接受注

●宮内庁書陵部様 40年以上の「御用達会社2社」の１社
●德川ﾐｭｰｼﾞｱﾑ様（旧水府明徳会様）「ご指名会社」
●国立国会図書館様 「大量電子化 1500万画像」を14ヵ月で
外注無く１社で実現する「技能を有する」 唯一無二の会社

・国文学研究資料館様・東京国立博物館様・国立天文台様
・国立歴史民俗博物館様・国立教育政策研究所様
・国立情報学研究所様・国立女性教育会館様
・国立ハンセン病資料館様・国立医薬品食品衛生研究所様
・アジア経済研究所様・産業技術総合研究所様 他

・東京大学様・千葉大学様・埼玉大学様・首都大学東京様
・東京学芸大学様・筑波大学様・お茶の水女子大学様
・慶應義塾大学様・法政大学様・駒澤大学様・國學院大學様
・学習院大学様・青山学院大学様・一橋大学様 他

【主要 アーカイブズ】
・日本銀行貨幣博物館様・日本道路公団資料室様
・日本青年館様・日本赤十字様・東洋文庫様・観世文庫様
・靖国神社偕行文庫様・日本土木学会図書館様
・ユタ系図協会様・曹洞宗宗務庁様・私立大学協会様
・護国寺宝物館様・成田山新勝寺様・しょうけい館様

他多数

情報 (記録)の サービス

本 社 東京都新宿区箪笥町5番地

オペレーションセンター 東京都新宿区箪笥町4番地3

東京都新宿区

栃木センター 栃木県

スタジオ
（7機関にｽﾀｼﾞｵ設置）

東大史料編纂所 ・外務省外交史料館 ・防衛省戦史部図書室
東京国立博物館（20年以上に亘り国有財産使用許可等を得て対応）

（株） 国際マイクロ写真工業社
TEL：03-3260-5931 FAX：03-3269-4387

営業部： e@kmsym.com
資材販売部： s@kmsym.com

〒162-0833 東京都新宿区箪笥町4-3
(オペレーションセンター)

事業場所

オペレーションセンター 栃木センター 臨時：テクノスセンター

お問合わせ

2017．5

入札資格：Ａ～Ｃランク（全省庁統一資格）の
対応が可能となる
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双方の長所を生かした対応が可能

臨時：テクノスセスセンンタタ--



価格 品質 設備･開発 人材

価格 ： 「儲けすぎない 損しない」

開発品：フィルム大型現像機

クリーンルーム

従業員勉強会

創業者の方針：

「儲けすぎない 損しない」を基本とし
より永い社会貢献・商いの継続を目指す

マネジメントシステム（第三者認証）

個人情報保護 （JIS Q 15001）品質マネジメント （ISO9001）

情報セキュリティ（ISO27001）環境保護 （ISO14001）

2001年 認証～現在 2004年 認証～現在

2004年(ISMS:BS7799)認証
2006年(ISO27001)認証～現在2008年 認証～現在

入退室制限
静脈認証等でログ管理

SECOMシステム
24時間 ｾｷｭﾘﾃｨ管理
各種センサー(108箇所以上)

監視データ （蓄積）
耐火金庫室(4室)
JIS規格相当の基準

セキュリティ体制

当社が先駆けて作り上げてきたセキュリティ体制
は、中央官公庁アーカイブズの入札条件に
大きく反映されつつある
（総合評価点制度： 2009年から最高得点 ）

安全

開発品：貴重洋書用
30度見開きデジタル撮影システム

開発品：
大判絵図用 門型デジタル撮影台

設備改良： 世界中に無い独自の機材・改良設備を数多く所有

ｿﾌﾄ開発 ： オリジナル画像処理ソフト・WEB参照VIEWの開発 等

専用設備： フィルム環境用（クリーンルーム・24時間温湿度管理室 等）

●デジタル画像参照サービス

●保存用品・資材の販売

WEB公開等 画像処理の自動化
当社の画像参照 KmVIEWシリーズ
ファイリングソフト販売
（タイムスタンプ対応可能）

マイクロフィルムキャビネット
フィルム用乾燥剤
フィルム劣化調査測定紙 他

サービス内容

設備・開発 ： 最新設備の調査

当社の設備のほとんどが改善･改良品

創業より60年以上 「多くの失敗」、
その一つ一つを「改善」して現在が在ります

従業員の多くがアーカイブ サポートビジネス業界
の中心となれるチャンスを提供
知識と情報 （文書管理や公文書検定等の研修会
新機材の品質確認）を重ねております

人材 ：
情報収集：研修会に参加（ｱｰｶｲﾌﾞ・写真技術・ｿﾌﾄ開発）
情報発信：講演会を実施（大学授業・学会・展示会等）

外注無く官公庁のアーカイブ業務を、自社内設備と技術による対応が可能
同業者様（複写関連）の技術サポートも対応

「良かろう高かろう」・「悪かろう 安かろう」・
「そこそこ良かろう そこそこ安かろう」 に対応

品質 ： 「柔軟にお応えできる」品質対応が可能
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●媒体変換サービス

紙媒体 のデジタル化

フィルム媒体 のデジタル化

デジタル媒体 のアナログ化

➔フィルムにプロット
➔紙にプリント

大判絵図 和装本

巻子

ロールフィルム

マイクロフィッシュ

アパーチュアカード

一般フィルム




